
症例 ID：001-40-YY8

通院中断後に反復した眼瞼腫脹が再受診後 6 か月間みられなかった成人アトピーの経過
（47 歳女性）

症例 ID：001-40-YY8　　｜　記録日：2016 年 9 月 2 日
1. 診断・治療前経過
幼少期から鼻水、鼻づまり、中耳炎があり、小学校頃には蕁麻疹や湿疹で皮膚科を受診することがありました。
記録日の約 5 年前から腕と背中に強いかゆみが出て、保湿クリームを使用しても続いたため、松本医院を受診されま
した。約半年間治療した後に通院を中断し、残っていたかゆみに加えて、まぶたの腫れが繰り返すようになりまし
た。
2. ステロイド使用歴
項目 内容
使用内容 小学校頃に皮膚科を受診した際の使用薬剤は確認できません。今回の発症時には保湿クリーム

を使用しました。
製品名 確認できません。
強度 確認できません。
使用期間 確認できません。
中止時期 確認できません。
来院前／後 ステロイド使用歴は確認できません。

3. 治療開始後の経過（リバウンドを含む）
時期 治療開始から 経過
幼少期～小学校頃 来院前 鼻症状、中耳炎、蕁麻疹、湿疹がみられました。
記録日の約 5 年前 症状の悪化 腕と背中にこれまでと異なる強いかゆみが出ました。
初回受診 治療開始 松本医院を受診し、煎じ薬を中心とした治療を開始しました。
開始後約 6 か月 通院中断 背中の強いかゆみが出る時期を経て少し落ち着き、通院しなくな

りました。
中断後 症状の反復 かゆみが残り、まぶたの腫れが半年に 1 回、3 か月に 1 回、1 か月

に 1 回と頻回になりました。
約 2 年半後 再受診 まぶたの腫れと生活への負担が続き、松本医院を再受診しまし

た。
再受診後約 6 か月 経過 まぶたの腫れは一度も出ておらず、治療を継続していました。

4. ピーク時期
ピークは、通院中断後にまぶたの腫れが 1 か月に 1 回まで頻回となり、人に会うことや仕事へ行くことを避けたく
なった時期です。
5. 困りごと
・腕と背中の強いかゆみが続きました。
・まぶたの腫れが次第に頻回となりました。
・顔に症状が出ることで、人に会うことや仕事へ行くことに負担が生じました。
・症状が少し落ち着いた時期に通院を中断し、その後再受診が必要となりました。
6. 経過のまとめ
初回受診後は約半年間治療を続けましたが、症状が少し落ち着いた時期に通院を中断しました。その後、まぶたの腫
れが次第に頻回となり、約 2 年半後に再受診しました。
再受診後の約 6 か月間はまぶたの腫れが一度も出ていませんでした。

本ページは、患者さんの経過を時系列で整理したものです。
症状や経過には個人差があり、同様の経過や結果を保証するものではありません。
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